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昨
今
流
行
の
レ
ト
ロ・
プ
l
ム
っ
て
堅
気
な
も
の
で
あ
る。
い
わ

は、
い
ま
や
海
外
版
と
も
言
え
る
ば
大
連
市
当
局
（
「
大
連
四
十

状
況
を
呈
し
て
い
て、
「
懐
か
し
年」
編
集
委
員
会）
が
中
華
人
民

き
大
連」
「
麗
し
の
大
連」
「
ア
共
和
国
建
国
以
後
の
大
連
の
変
貌

カ
シ
ヤ
の
大
連」
等々
、
大
連
が
過
程
を、
概
況・
歴
史、
産
業・

ホッ
ト
な
注
目
を
集
め
て
い
る。

経
済、
教
育・
文
化、
政
法・
社

大
冊
の
本
書
が
あ
え
て
訳
出
さ
会
の
各
分
野
ご
と
に
描
い
て
編
纂

れ
た
背
景
に、
こ
う
し
た
。
大
連
し
た一
種
の
総
覧
だ
と
言
え
よ

プ
1
ムe
が
あっ
た
の
か
も
し
れ
う。

な
い
が、
本
書
の
内
容
は、
い
た

そ
の
基
本
的
な
視
点
は、
今
日

の
中
国
政
府
当
局
の
立
場
と
向
。

く、
日
本か
ら
の
解
放
を
勝
ち
と
の
な
か
で
「
経
済
技
術
開
発
区」

と
し
て
中
国
経
済
の
中
枢
に
なっ

含
め
て、
東
ア明ン
ア
国
際
政
治
史
益
で
あ
ろ
う。

も
多々
あ
る
け
れ
ど、
そ
の
点
を

の
焦
点
で
も
あ
り、
今
日
で
は
中

大
連
が
全
面的
に
論
じ
ら
れ
て
補ヲ
て
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い

国
東
北
の
代
表
都
市
と
し
て、
沿
い
な
が
ら、
そ
の
記
述
が
あ
ま
り
る
の
は、
わ
が
国
に
お
け
る
中
国

岸
開
放
政
策
の
象
徴
と
し
て
の
地
に
も
「
中
国
当
局」
的
で
あ
り、

語
学
界
の
最
高
権
威、
鐘
ケ
江
信

位
を
担っ
て
い
る。
と
く
に
日
本
、

山J
J
i
ぷゴ

開
光
氏
が
あ
え
て
監
訳
の
労
を
と
ら

と
大
連
と
の
経
済・
貿
易
関
係
μ

山
れ、
訳
者
が
全
方
投
球
し
て
い
る

J
こ
と
で
あ
ろ
う。

大
連
と
中
国
の
発
展
に
関
心
を

も
っ
読
者
に
座
右
の
書
が
加
わっ

た
と
言
うべ
き
か。

H
鐘
ケ
江
信
光
監
訳

（
新
評
論・
一
0
0
0
0
円）

東
京
外
大
教
授
中
嶋
嶺
雄

過
去
と
現
在
を
知
る
有
益
な
手
引

っ
た
人
民
が、
人
民
政
府
の
も
と

で
社
会
主
義
建
設
に
道
進
し
た
け

れ
ど、
文
化
大
革
命
の
時
期
に
は

「
深
刻
な
挫
折
と
損
失」
を
こ
う

む
り、
今
日
で
は
経
済
開
放
政
策

て
い
る、
と
言
う
も
の
で
あ

る。こ
の
よ
う
な
大
連
は、
日
清・

日
露
戦
争
以
来、
日
本
の
植
民
地

時
代
か
ら
戦
後
の
中
ソ
抗
争
期
を

は、
最
近
き
わ
め
て
緊
密
な
も
の

が
あ
り、
先
般
も
大
型
の
経
済
ミ

ッ
ショ
ン
が
大
連
を
訪
問
し
た
だ

け
に、
本
書
は、
大
連
の
過
去
と

現
在
を
知
る
手
引
き
書
と
し
て
有

ま
た、
大
連
と
旅
順
の
戦
後
の
命

運
を
左
右
し
た
ヤ
ル
タ
秘
密
協
定

や
大
連
を
め
ぐ
る
中
ソ
抗
争
に
も

まっ
た
く
言
及
が
な
い
な
ど
不
満


